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【概 要】

味覚は、動物が適正な摂食行動を行う上で、そしてヒトが高度の食文化を形成し、近

代食品産業を発展させる基盤として、きわめて重要な要因である。本研究は、味の感知・

認識の情報処理システムを解析し、食品の“味”という外来の化学情報が如何にして“味

わい”という生理情報に変換されるかを、バイオインフォーマティクスの視点をも導入

しつつ “センサリーゲノミクス”と表現し得る感覚の遺伝子科学によって解明せんとす、

るものである。これは、従来の味覚生理学・生化学と一線を画し、味の多段階センサリーシ

ステムと個々のシグナリング過程における分子動態に対応遺伝子発現状況を、DNA マイ

クロアレイにより解析し、情報の体系化を試みる独創的・先端的研究である。しかも、

得られた情報を食品の味の評価（例えば味覚センサーの試作）や味の設計（例えば味の

相乗・相殺効果を考慮した食品の試作）といった“味覚工学”の基盤の構築に応用する

ことをも、本研究の重要な目途とする。

【期待される成果】

トランスジェニック動物（マウス・メダカ）の作出とそれを用いた DNA マイクロアレ

イ解析を行うことにより、味細胞内、味細胞と味神経間、味神経から中枢への情報処理

機構が解明される。ヒトを使用することが技術的に不可能な場合にモデル動物を駆使す

ることによって得られるこれらの情報は、食品の味の設計の基盤として必ず大きく役立

つと期待する。
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